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本別町仙美里 緩やかなカーブ

トラックと乗用車が接触、後続車と正面衝突

3台絡む事故 1人死亡

◆こちらが、どんなに気を付けて運転しても･･･相手の車が･･･◆

◆「だ・か・ら、相手に気づいてもらうように ⇒ デイ・ライト」◆

２０１５／１０／２９

２８日午前１１時１０分ころ、十勝管内本別町仙美里の国道で、会社員の男性（４７）の乗用車と、会社員の男性の

トラックが接触。乗用車はトラックの後続の、看護師の女性（６２）の乗用車と正面衝突した。看護師の乗用車

の助手席の女性（８５）が全身を強く打ち、死亡した。看護師の女性は、左親指を骨折し、会社員の男性も全身

打撲のけがを負った。本別署によると、現場は片側１車線の緩やかなカーブ。

スピードを落として、しっかり安全確認！

事故の要因は、運転者の、気抜き・手抜き・ぼんやり・わがまま･･･にある

車が動いているときは、いかなる場合も、常に、100％運転に集中すること

冬道の危険を予知して、最大限の事故回避を

◆スリップ事故 注意！◆

峠・橋の上・日陰・トンネルの出入り口

交差点手前、滑って交差点内で衝突！注意

ドライバーは、”こまめに休憩！” ”重大事故”が発生してからでは、”遅い”

２時間ごとに、１５分休憩！

十勝管内の労災事故 ⇨ ”墜落・転落”が３０％

”1人で作業” 荷台からの”転落”、”はさまれ”注意

バック時は 降りて確認 乗っても確認

追突、玉突き事故を防ぐ 交差点手前で止まる時は、車１台分のスペースを空けて止まる

交差点 「右左確認／よ～し！」

ビート輸送が始まりました！

幹線道路・農道の交差点は、確実な一時停止と左右確認･･･

相手車両は、止まらないかもしれない！

事故防止活動中のパトカー、９２歳女性はねる

家族の車から降りて、道路を横断中

◆停車してる車両から、渡って来るかもしれない・・・、飛び出して来るかもしれない◆

２０１５年１０月２８日 １６時４２分

岩手県で２６日、パトカーにはねられて死亡した女性について、岩手県警は、近くに住む無職女性（９２）と

判明したと発表した。同署は、自動車運転死傷行為処罰法違反（過失運転致死）の疑いで、パトカーを運転し

ていた巡査部長（６２）から事情を聞いている。発表によると、巡査部長は当時、ミニパトカーの赤色灯を点灯

し、交通事故などを防ぐために町内を警戒活動中だった。亡くなった女性は、自宅前で事故に遭った。自宅

の向かいで家族の車から降り、道路を歩いて横断中だった。同署は、巡査部長が女性に気付くのが遅れたと

みて原因を調べている。

日没後、街路灯のない場所で、女性はねられ死亡

２０１５年１０月２９日（木）８時７分

２８日午後５時４０分ごろ、山形県で、近くの無職の女性（７４）が、電気工事業の男性（５６）の軽ワゴン車にはね

られた。女性は頭などを強く打ち、病院に搬送されたが死亡した。警察によると、軽ワゴン車が直進中、車

道にいた女性に気付き、ブレーキをかけたが間に合わなかった。同署は軽ワゴン車が前をよく見ていなかっ

たとみて調べている。事故当時、日没後で近くに街路灯はなかった。

歩道を700メートル暴走、２人死亡、５人けが

（２０１５／１０／２８ ２１：５５）

２８日午後２時５０分ごろ、宮崎市の中心部で軽乗用車が歩道を暴走し、女性２人が死亡、運転していた

男性を含む５人が重軽傷を負いました。宮崎市のＪＲ宮崎駅近くで、軽乗用車が歩行者をはねながら、幅５

メートルの歩道をおよそ７００メートル暴走し、交差点で横転しました。車を運転していたのは、７３歳の

男性で、警察は、この男性のけがの回復を待って事情を聴くことにしています。


